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３
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４
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９
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な
ど

　
10月

13日
、

十
府

ヶ
浦

公
園

で
野

田
小

学
校

の
マ

ラ
ソ

ン
大

会
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
た

く
さ

ん
の

村
民

や
家

族
が

応
援

す
る

中
、

最
後

ま
で

走
り

切
り

ま
し

た
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.vill.noda.iw
ate.jp/

Ｅ
メ

ー
ル
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令和３年度決算を認定 -特集-

決算

　９月定例会では、令和３年度一般会計特別会計の歳入歳出決算認定について、議長を除
く議員11名で構成された決算特別委員会（古舘幹男委員長）で９月12日・13日の２日間に
わたり審査を行いました。審査の結果、いずれも認定すべきものとして、９月15日の定例
会本会議で報告しました。

※金額は表示単位未満を切り捨てして表示しているため合計と一致しない場合があります。

令和３年度の決算状況

各 会 計
決　算　額 収入未済額

（税金の滞納など）歳入（収入） 歳出（支出）

一般会計 44 億 7,176 万円 41 億 9,716 万円 2,366 万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 5億 5,399 万円 5億 959 万円 950 万円

後 期 高 齢 者 医 療 4,260 万円 4,231 万円 0円

農業集落排水事業 5,595 万円 5,034 万円 3,000 円

漁業集落排水事業 1,764 万円 1,196 万円 0円

公 共 下 水 道 事 業 4億 2,225 万円 3億 6,281 万円 199 万円

簡 易 水 道 事 業 1億 6,765 万円 1億 5,403 万円 74 万円

国 民 宿 舎 事 業 3,243 万円 3,148 万円 0円

合　　計 57 億 6,432 万円 53 億 5,971 万円 3,589 万円
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監
査
意
見

　

令
和
３
年
度
各
会
計
の
決
算

の
審
査
等
は
、
去
る
８
月
２
日

か
ら
８
月
26
日
ま
で
の
間
、
会

計
管
理
者
所
管
の
関
係
証
拠
書

類
及
び
各
課
等
の
関
係
書
類
に

基
づ
き
、
審
査
を
行
う
と
と
も

に
必
要
に
応
じ
て
各
課
職
員
の

説
明
を
聴
取
し
、
ま
た
、
例
月

現
金
出
納
検
査
の
結
果
等
を
参

考
と
し
て
、
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
審
査
に
付
さ
れ

た
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
等

は
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
証

拠
書
類
と
合
致
し
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
会
計
の
予
算
執
行

及
び
関
連
す
る
事
務
処
理
に
つ

い
て
は
、
概
ね
適
正
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

中
村　

司

　

代
表
監
査
委
員

中
川　

昇

　
　
　

監
査
委
員

繰越金
4 億 903万円（9.2%）   

前年度から繰り越されたお金

村税
3 億 4,903万円（7.8%）　　　 

村民税や固定資産税、たばこ税など

その他
１ 億 6,244万円（3.6%）　　

村の施設の使用料や寄付金など

歳入総額歳入総額
44 億 44 億 7,176万円7,176万円

自主財源自主財源
23％23％

依存財源依存財源
77％77％

歳出総額歳出総額
41 億 41 億 9,716万円9,716万円

繰入金
9,519万円（2.1%）　　　　 

基金（貯金）等を取り崩したお金

議会費
5,088万円（1.2%）

村議会の運営費

公債費
2 億 9,268万円（7.0%）

借金の返済
教育費
4 億 1,895万円（10.0%）

小中学校や生涯学習の経費

消防費
1 億 7,898万円（4.3%）

消防や火災予防の経費

土木費
5 億 9,025万円（14.1%）

道路や河川等の維持改良費

商工費
1 億 6,747万円（4.0%）

商工業等の振興に係る経費

農林水産業費
2 億 3,511万円（5.6%）　　　　　　　 

農林業、畜産業、水産業の振興に係る経費

総務費
9 億 8,561万円（23.5%）

防災や財産管理の経費

衛生費
4 億 1,597万円（9.9%）

予防接種やごみ処理の経費

民生費
8 億 6,102万円（20.5%）

社会保障の経費

その他交付金
１ 億 5,030万円（2.9%）

地方消費税交付金など

村債
3 億 7,406万円（8.4%）

金融機関からの借入金

国・県支出金
10 億 8,182万円（24.2%）

使い道が決められたお金

地方交付税
18 億 4,985万円（41.4%）　　 

村の収入だけでまかないきれない分

に対する国から補填されたお金
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常
に
喜
ん
で
い
た
。
行
き

た
く
て
も
行
け
な
い
高
齢

者
に
対
し
、
見
直
し
等
は

考
え
て
い
る
か
。

答

お
祝
い
を
職
員
が

出
向
い
て
や
る
と

い
う
新
た
な
試
み
だ
っ
た
。

来
年
度
以
降
は
、
コ
ロ
ナ

の
状
況
も
み
な
が
ら
、
ど

う
い
っ
た
開
催
方
法
、
ど

う
い
っ
た
か
た
ち
で
お
祝

い
す
る
の
が
よ
い
の
か
改

め
て
検
討
し
て
い
く
。

荒
海
団
補
助
事
業

荒
海
ホ
タ
テ
の
状
況
は

問

去
年
あ
た
り
か
ら

成
貝
の
へ
い
死
が

続
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
の
調
査
結
果
等
は
。

答

県
の
水
産
部
等
と

連
携
し
て
、
原
因

解
明
に
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
。

自
転
車
観
光
促
進
事
業

利
用
状
況
、
今
後
は

問

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
利
用
状
況
、
増

台
の
考
え
は
。

答

令
和
３
年
度
の
利

用
実
績
は
19
件
。

現
状
の
ま
ま
で
は
増
台
は

厳
し
い
。
も
っ
と
利
用
者

が
伸
び
て
く
れ
ば
台
数
の

検
討
も
考
え
る
。
当
面
は

周
知
に
力
を
入
れ
、
利
用

実
績
を
増
や
し
て
い
く
。

村
営
バ
ス
運
行
事
業

運
行
経
路
の
見
直
し
は

問

運
行
経
路
の
問
題

等
、
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
、
各

自
治
体
で
は
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
に
向
け
て
い

ろ
い
ろ
努
力
を
し
て
い
る
。

答

今
後
、
検
討
す
る

必
要
は
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
や
最
適
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
活
用
す
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

デ
ー
タ
の
収
集
か
ら
は
じ

め
、
運
行
経
路
の
見
直
し

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

高
齢
者
応
援
給
付
事
業

今
後
は

問

敬
老
会
の
代
わ
り

に
実
施
さ
れ
た
事

業
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で

敬
老
会
へ
行
き
た
く
て
も

行
け
な
か
っ
た
方
々
は
非

答

野
田
村O

N
&
O
FF

Village

（
庵
日
形

井
）
11
件
、
延
べ
87
人
。

　

国
民
宿
舎
え
ぼ
し
荘
の

テ
レ
カ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
遠

隔
会
議
）４
件
、
延
べ
40
人
。

　

大
阪
大
学
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
国

際
基
督
教
大
学
の
学
生
に

利
用
い
た
だ
い
た
。
一
般

の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

も
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
足
り

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
引

き
続
き
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

ワ
ー
ケ
シ
ョ
ン
等
支

援
事
業
、
地
方
創
生

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事

業
の
利
用
実
績
は

問

日
形
井
の
庵
日
形

井
等
を
利
用
し
た

ワ
ー
ケ
シ
ョ
ン
等
支
援
事

業
、
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー

ク
推
進
事
業
の
利
用
実
績

は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

方
が
利
用
し
て
い
る
の
か
。

決算特別委員会
お金の使い道を審査

  野田村 ON&OFF  Village（庵日形井）

レンタサイクル「のんチャリ」
（電動アシスト付自転車）
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予防接種委託経費

交流物産館等複合施設関連経費

か
月
後
に
３
回
目
を
接
種

し
ま
す
。

○
接
種
場
所

久
慈
管
内
で
は
、
竹
下
医

院
、
ち
だ
医
院
な
ど
と
契

約
し
て
い
ま
す
。

接
種
希
望
者
は
、
予
診
票

を
村
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

75

－

４
３
２
１
）
か
ら
受

け
取
り
、
医
療
機
関
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
助
成
対
象
期
間

令
和
６
年
度
末
ま
で
の
３

年
間
。

※
20
歳
を
過
ぎ
た
ら
定
期

的
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
も

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ

ン
（
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
）
に
つ
い
て
、
定
期
接

種
（
12
歳
～
16
歳
）
対
象

者
の
ほ
か
、
国
の
方
針
の

と
お
り
、
接
種
機
会
を
逃

し
た
女
子
へ
の
接
種
費
用

を
全
額
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
者

令
和
４
年
度
に
17
歳
～
25

歳
に
な
る
未
接
種
の
女
子
。

○
接
種
方
法

・
ガ
ー
ダ
シ
ル
（
４
価
）

初
回
接
種
を
受
け
て
か
ら

２
か
月
の
間
隔
を
あ
け
て

２
回
目
、
初
回
接
種
の
６

か
月
後
に
３
回
目
を
接
種

し
ま
す
。

　
・
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス（
２
価
）

初
回
接
種
を
受
け
て
か
ら

１
か
月
の
間
隔
を
あ
け
て

２
回
目
、
初
回
接
種
の
３

補
正
予
算

一
般
会
計
予
算

１
億
40
万

　
　

４
０
０
０
円
増

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
40
万
４
０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
44
億

５
５
０
６
万
６
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

道
路
除
排
雪
経
費
、
過
年

度
分
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
補
助
返
還
金
、
お

よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
に
要
す
る
経
費
の

ほ
か
、
一
般
職
給
与
費
等

の
人
件
費
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

９ 月
定例会

　

第
13
回
の
野
田
村
議
会
定
例
会
が
令
和
４
年
９
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
の
９

日
間
を
会
期
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
７
件
、
報
告
２
件
、
認
定

８
件
、
議
員
発
議
案
１
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

整備予定地

　

交
流
物
産
館
等
複
合
施

設
整
備
予
定
地
の
西
側
山

林
に
つ
い
て
、
公
有
林
と

し
て
購
入
す
る
た
め
に
必

要
な
用
地
測
量
・
立
木
調

査
に
係
る
業
務
を
委
託
し

ま
す
。

　

交
流
物
産
館
等
複
合
施

設
と
連
携
し
、
山
林
を
活

か
し
た
取
り
組
み
を
展
開

す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を

図
り
、
施
設
の
価
値
を
高

め
る
も
の
で
す
。

　

自
然
環
境
を
生
か
し
た

山
林
を
活
用
し
、
屋
外
で

の
食
事
や
森
林
散
策
を
楽

し
む
場
を
提
供
す
る
な
ど
、

憩
い
の
空
間
を
創
造
し
、

他
施
設
と
の
差
別
化
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交流物産館等複合施設

公有林化候補地
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村
内
の
国
道
を
走
行
す

る
際
に
、
海
を
眺
望
で
き

る
場
所
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
手
軽
に
立
ち
寄
り
、

景
勝
地
で
あ
る
「
十
府
ヶ

浦
海
岸
」
や
「
大
唐
の
倉
」

を
眺
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
潮
堤
を
散
策

で
き
る
場
所
を
提
供
し
、

展
望
・
休
憩
ゾ
ー
ン
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
測
量
設
計

を
行
い
ま
す
。

８ 月
臨時会

１０ 月
臨時会

　

８
月
１
日
を
会
期
と
し
て
開
会
さ
れ

ま
し
た
第
14
回
臨
時
会
で
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
２
件
に
つ
い
て
、
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
を
会
期
と
し
て
開
会
さ
れ

ま
し
た
第
15
回
臨
時
会
で
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
、
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

十
府
ヶ
浦
公
園
海
浜
活
動
広
場

設
計
業
務
委
託
経
費

主
な
事
業

○
上
明
内
住
宅
下
水
道
接
続
水
洗
化
改
修
事
業

○
野
田
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
費
補
助
金

○
い
わ
て
の
復
興
教
育
推
進
事
業

主
な
事
業

民
生
費

○
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

　
緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事
業

○
い
わ
て
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
支
援
金

　
給
付
事
業

商
工
費

○
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
事
業

駐車スペース予定地

高円宮賜杯第４２回全日本学童軟式野球大会
マクドナルド・トーナメントに出場した

野田フェニックス

給付金通知の発送作業（昨年度）

駐車スペース

ほたてんぼうだいほたてんぼうだい



古舘　幹男　議員（Ｐ８）
新型コロナウイルス  ワクチン接種すべきでは

小野寺　豊　議員（Ｐ９）
村内建設業者  公共事業拡大対策が急務

丹野　和子　議員（Ｐ１０）
義務教育費  保護者負担の軽減を

中川　昇　議員（Ｐ１１）
村道と県道の交差点  信号機の設置を

中川　大和　議員（Ｐ１２）
物価高騰  村の支援策は

山田　陽子　議員（Ｐ１３）
ヤングケアラー  現状と調査は

村政を問う

　一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義につい

て質問することができ、定例会でのみ（原則）行うことができます。

　質問時間は、１人 60分までとなっており、１つの質問につき３回まで 質問
することができます。

議員６６人が登壇

一般
質問

議会だより　のだ　№ 161 －⑦



 ワクチン接種すべきでは

村長　接種は強制ではなく、あくまで努力義務
古 舘　 幹 男 議員

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制

で
は
な
い
の
で
、
接
種
し
な
い

方
も
あ
る
と
思
う
が
、
医
療
従

事
者
、
高
齢
者
施
設
職
員
を
は

じ
め
接
客
に
携
わ
る
方
々
は
理

由
の
如
何
を
問
わ
ず
接
種
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

村
長

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
、
予
防
接

種
法
の
規
定
に
よ
り
「
接
種
を

受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
努
力
義
務
と

さ
れ
て
お
り
、
接
種
は
強
制
で

は
な
く
、最
終
的
に
は
、あ
く
ま

で
も
ご
本
人
が
発
症
予
防
効
果

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
と
副
反
応
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
確
認
し
納

得
し
た
う
え
で
、
接
種
を
判
断

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問

野
田
村
の
接
種
率
に
つ

い
て
、
１
回
目
、
２
回

目
、
３
回
目
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

村
長

１
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
は
、
94
・
５
％
で

接
種
者
数
３
７
３
７
人
、
２
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
、

93
・
７
％
で
接
種
者
数
３
７
０

７
人
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
は
、
91
・
１
％
で
接
種
者

数
３
４
０
５
人
で
あ
っ
た
。

問

行
政
に
係
わ
る
職
員
、

株
式
会
社
の
だ
む
ら
に

携
わ
る
方
々
の
接
種
の
有
無
に

つ
い
て
は
。

村
長

現
時
点
で
は
、
一
般
の

接
客
に
携
わ
る
方
々
は
、

国
の
接
種
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
た
め
、
特
定
の
団
体
に
係
る

接
種
状
況
は
、
未
接
種
者
の
差

別
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
回
答
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

問

よ
ほ
ど
の
事
情
が
あ
る

方
以
外
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

村
長

接
種
対
象
者
に
な
っ
て

い
な
い
方
々
の
分
の
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
村
に
来

な
い
た
め
、
村
と
し
て
は
接
種

す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。

救
急
医
療
対
策
は

問

患
者
さ
ん
を
乗
せ
た
救

急
車
と
合
流
す
る
ラ
ン

デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
ヘ
リ
の
離

着
陸
場
）
は
、
村
内
に
何
か
所

指
定
さ
れ
て
い
る
か
。
そ
の
場

所
は
携
帯
電
話
等
で
連
絡
の
取

れ
る
場
所
か
。

村
長

本
村
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
は
「
十
府
ヶ
浦

公
園
」、「
山
村
広
場
」、「
野
田

港
」
な
ど
全
部
で
６
か
所
が
指

定
さ
れ
て
お
り
、
十
府
ヶ
浦
公

園
が
完
成
し
た
以
降
は
、
芝
生

で
土
埃
が
発
生
し
に
く
い
十

府
ヶ
浦
公
園
の
み
使
用
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
指
定
さ
れ
て
い

る
場
所
は
、
す
べ
て
携
帯
各
社

の
通
話
エ
リ
ア
内
で
あ
り
、
救

急
活
動
に
支
障
が
な
い
旨
、
久

慈
消
防
署
野
田
分
署
か
ら
確
認

を
し
て
い
る
。

問

村
内
で
住
宅
の
存
在
す

る
場
所
の
携
帯
電
話
の

電
波
状
態
を
確
認
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

村
長

聞
こ
え
づ
ら
い
と
い
う

話
が
あ
る
場
合
に
は
、

事
業
者
に
伝
え
て
い
る
。
す
べ

て
の
場
所
で
携
帯
電
話
が
通
じ

る
よ
う
要
望
等
続
け
て
い
く
。

命
の
教
育
は

問

命
の
尊
さ
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
は
き
ち
ん

と
理
解
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？

　

岩
手
日
報
の
論
壇
に
「
性
教

育
通
じ
命
伝
え
る
」
と
題
し
、

投
稿
さ
れ
元
養
護
教
諭
の
方
の

体
験
に
基
づ
い
た
内
容
だ
っ
た
。

私
が
育
っ
た
頃
と
違
い
、
今
の

子
ど
も
た
ち
は
心
身
と
も
に
成

長
の
度
合
い
が
早
い
よ
う
に
感

じ
る
。
小
中
学
校
で
連
携
し
て

授
業
計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
何
年
生
か
ら
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
。

教
育
長

小
中
学
校
と
情
報
交
換

を
行
い
な
が
ら
、児
童
・

生
徒
の
心
と
体
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
東
日
本
大
震
災
大
津
波
の

経
験
を
伝
え
る
べ
く
、
岩
手
の

復
興
教
育
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
生
き
る
」、「
か
か
わ
る
」、「
そ

な
え
る
」
に
沿
っ
て
、
命
の
大

切
さ
を
学
ぶ
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

学
級
・
学
年
ご
と
に
必
ず
や

る
よ
う
な
か
た
ち
で
、
各
教
科

と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
小
学
校

１
年
生
か
ら
学
年
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

新型コロナウイルス感染症
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 公共事業拡大対策が急務

村長　計画的に実施できるよう取り組む

村内建設業者

問

村
内
建
設
業
者
へ
の
公

共
事
業
の
拡
大
が
急
務

を
要
す
る
事
態
と
認
識
し
て
い

る
。
除
雪
等
、
民
間
の
も
の
は

民
間
で
行
政
は
手
を
掛
け
な
い

と
い
う
大
原
則
で
あ
ろ
う
と
思

う
が
、
都
市
計
画
区
域
内
の
位

置
指
定
道
路
と
、
み
な
し
道
路

の
除
雪
作
業
を
村
の
公
共
事
業

と
し
て
は
い
か
が
か
。

村
長

位
置
指
定
道
路
及
び
、

み
な
し
道
路
は
、
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
、
建
築
物
を

建
設
す
る
た
め
の
条
件
の
一
つ

で
あ
り
、
概
ね
個
人
所
有
地
で

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

村
全
体
と
し
て
俯
瞰
し
た
場
合
、

特
定
し
た
部
分
を
含
め
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

原
則
に
従
い
、
従
来
ど
お
り
の

除
雪
業
務
を
実
施
し
て
ま
い
り

た
い
。
な
お
、
公
共
事
業
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
計
画
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問

村
内
に
は
13
か
所
の
位

置
指
定
道
路
が
あ
り
、

総
延
長
５
９
８
ｍ
で
、
そ
こ
に

張
り
付
い
て
い
る
世
帯
が
61
戸
、

約
１
５
２
人
が
こ
の
道
路
を
利

用
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
等

を
勘
案
し
て
除
雪
作
業
の
対
象

と
な
ら
な
い
か
。

村
長

位
置
指
定
道
路
、
み
な

し
道
路
に
つ
い
て
は
、

概
ね
個
人
所
有
地
で
あ
り
、
６

０
０
ｍ
で
あ
ろ
う
が
６
０
０
０

㎞
で
あ
ろ
う
が
、
原
則
に
基
づ

い
て
、
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

く
の
が
我
々
の
立
場
だ
と
考
え

て
い
る
。

門
前
小
路
団
地
の
修
繕
は

問

門
前
小
路
団
地
は
、
第

１
、
第
２
の
２
団
地
あ

り
、
震
災
後
、
敷
地
の
造
成
、

長
屋
建
て
が
新
築
さ
れ
て
い
る
。

両
団
地
と
も
敷
地
の
地
耐
力
が

乏
し
く
、
第
一
団
地
は
顕
著
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
具
合
の

声
が
届
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

今
ま
で
ど
の
よ
う
な
事
例
が
何

件
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

対
処
し
た
か
。

村
長

門
前
小
路
第
１
団
地
は

平
成
25
年
４
月
の
管
理

開
始
か
ら
10
年
目
、
門
前
小
路

第
２
団
地
は
平
成
26
年
２
月
の

管
理
開
始
か
ら
９
年
目
を
そ
れ

ぞ
れ
迎
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、

入
居
者
の
方
々
か
ら
相
談
が
あ

り
修
繕
し
た
も
の
は
15
件
で
、

内
訳
と
し
て
は
、
雨
樋
の
外
れ

１
件
、
シ
ャ
ワ
ー
混
合
栓
の
不

具
合
１
件
、
排
水
不
良
９
件
、

ボ
イ
ラ
ー
の
故
障
２
件
、
電
話

回
線
の
不
良
２
件
と
な
っ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
早
期
に
対
応
し

て
お
り
、
現
時
点
で
対
応
で
き

て
い
な
い
も
の
は
な
い
。

問

建
物
が
不
同
沈
下
を
起

こ
し
て
い
な
い
か
。

村
長

不
同
沈
下
に
関
し
て
は
、

確
認
し
て
い
な
い
が
、

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

通
学
バ
ス
の
運
用
規
定
は

問

基
本
的
な
運
用
規
定
の

説
明
を
求
め
る
。

教
育
長

利
用
対
象
地
域
は
、
小

学
校
は
米
田
地
区
を
含

み
概
ね
２
㎞
以
上
、
中
学
校
は

概
ね
４
㎞
以
上
と
し
て
い
る
ほ

か
、
新
山
地
区
と
上
明
内
地
区

は
、
小
学
１
・
２
年
生
を
対
象

と
し
て
い
る
。

問

米
田
地
区
の
小
学
全
学

年
が
バ
ス
通
学
と
な
っ

た
経
緯
は
。

教
育
長

米
田
地
区
は
、
震
災
後

の
対
応
と
し
て
、
国
道

の
交
通
量
が
多
く
な
っ
た
た
め

と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
村

道
の
通
学
路
、
米
田
中
平
線
で

ク
マ
の
出
没
が
頻
繁
に
あ
り
、

現
在
も
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

議会だより　のだ　№ 161 －⑨
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 保護者負担の軽減を

教育長　子育て世帯臨時特別支援金を給付

問

義
務
教
育
費
の
保
護
者

負
担
軽
減
の
た
め
の
方

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

「
い
わ
て
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
支
援
金
給
付

事
業
」
と
し
て
、
高
校
生
ま
で

の
子
育
て
世
帯
に
子
ど
も
一
人

あ
た
り
１
万
５
０
０
０
円
を
給

付
す
る
。

問

給
食
費
の
無
償
化
は
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
段

階
的
措
置
と
し
て
、
第
二
子
以

降
の
無
償
化
を
検
討
で
き
な
い

か
。

教
育
長

現
在
の
と
こ
ろ
無
償
化

に
つ
い
て
の
考
え
は
な

い
が
、仮
に
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
分
を
無
償
化
す
る
と
昨
年

の
実
績
で
１
３
４
０
万
円
か
か

る
こ
と
に
な
る
。

問

給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
、
財
政
的
に
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長

経
済
的
に
困
っ
て
い
る

世
帯
に
対
し
て
は
「
児

童
・
生
徒
就
学
援
助
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。
実
態
を
把
握

し
な
が
ら
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が

負
担
に
な
っ
て
い
る
の
か
、財
政

の
こ
と
も
検
討
し
な
が
ら
、
内

部
で
状
況
調
査
を
進
め
て
い
く
。

津
波
防
災
マ
ッ
プ
と

避
難
計
画
は

問

津
波
後
の
こ
と
を
考
え

る
参
考
に
津
波
後
の
水

の
引
く
時
間
を
公
表
し
て
は
ど

う
か
。

村
長

地
震
発
生
か
ら
３
時
間

後
ま
で
の
水
位
は
確
認

で
き
る
が
、
そ
の
時
点
で
浸
水

が
継
続
し
て
い
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
津
波
が
完
全
に
引
く

ま
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
想
定

さ
れ
て
い
な
い
。

問

自
動
車
で
の
避
難
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
場

合
可
能
か
、
防
災
マ
ッ
プ
に
記

載
し
て
は
ど
う
か
。

村
長

避
難
は
原
則
、
徒
歩
と

す
る
。
し
か
し
、
防
災

マ
ッ
プ
に
は
記
載
し
な
い
が
、

徒
歩
が
困
難
な
方
や
要
配
慮
者

に
つ
い
て
は
自
動
車
で
の
避
難

も
検
証
し
な
が
ら
、
命
を
守
る

行
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。

問

要
配
慮
者
の
把
握
、
個

別
避
難
計
画
は
で
き
て

い
る
か
。

村
長

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
々
の
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
は
整
備
し
、
関
係
機

関
に
配
布
し
て
い
る
。
個
別
避

難
計
画
は
、
対
象
者
４
２
５
人

中
64
件
作
成
さ
れ
て
い
る
。

猛
毒
除
草
剤
の
撤
去
要
請
は

問

猛
毒
除
草
剤
の
撤
去
要

請
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

村
長

昭
和
59
年
に
和
佐
羅
比

山
の
国
有
林
に
４
４
０

㎏
の
２
・
４
・
５
―
Ｔ
系
除
草

剤
が
地
中
埋
設
処
分
さ
れ
て
い

る
。
村
で
は
国
や
関
係
機
関
と

年
２
回
、
現
地
の
定
期
点
検
を

行
い
、
異
常
が
無
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
岩
手
県
で
も
２
年
に

一
度
、
埋
設
箇
所
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
調
査
を
行
い
、
同
様

の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
最
終

的
に
は
恒
久
対
策
で
の
処
理
を

要
望
し
て
い
く
。

義務教育費

10月23日に行われた防災訓練のようす
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実態を把握しながら進めます



安全性を高めるため　　　　　　

信号機の設置を要望していきます

問

三
陸
沿
岸
道
路
の
開
通

に
よ
り
、
村
道
高
校
通

り
線
と
県
道
野
田
山
形
線
の
交

通
量
は
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

付
近
に
は
複
合
施
設
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
車
と
人
の

往
来
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
高
校
生
の
通
学
路
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全

な
交
通
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
。
関
係
機
関
へ
信
号
機

の
設
置
（
歩
行
者
用
含
め
て
）

を
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
。

村
長

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、

安
全
性
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
信
号

機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
久
慈

警
察
署
へ
要
望
し
て
い
く
。

避
難
路
の
整
備
を

問

県
は
最
大
級
の
津
波
に

よ
る
浸
水
想
定
を
公
表

し
、
本
村
で
も
説
明
会
が
開
催

さ
れ
た
と
こ
ろ
。
津
波
が
発
生

し
た
際
の
避
難
に
つ
い
て
は
、

高
台
へ
避
難
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
玉
川
漁
港
か

ら
西
行
屋
敷
へ
通
じ
る
村
道
は
、

避
難
路
と
し
て
は
勾
配
が
急
で

高
齢
者
等
の
従
事
者
が
多
い
中
、

逃
げ
遅
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

手
す
り
を
設
置
す
る
等
の
整
備

が
必
要
と
考
え
る
。

村
長

西
行
屋
敷
跡
へ
通
じ
る

村
道
中
玉
川
線
へ
の
手

す
り
の
設
置
は
、
車
道
幅
員
の

確
保
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
整

備
は
で
き
な
い
。
最
大
ク
ラ
ス

津
波
の
浸
水
域
に
も
入
る
こ
と

か
ら
、
村
道
舘
公
園
線
や
村
道

横
小
路
線
な
ど
か
ら
、
指
定
緊

急
避
難
場
所
等
へ
避
難
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

県
立
久
慈
工
業
高
校

統
合
計
画
へ
の
対
応
は

問

県
立
高
校
の
再
編
計
画

に
伴
い
、
延
期
さ
れ
て

い
た
久
慈
工
業
高
校
と
久
慈
東

高
校
を
令
和
７
年
度
に
統
合
し
、

新
設
校
に
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
。
本
村
は
、
こ
れ
ま
で
単
独

校
と
し
て
の
存
続
を
求
め
、
要

請
活
動
を
し
て
き
た
が
、
今
後

も
単
独
校
と
し
て
存
続
を
求
め

て
い
く
の
か
、
存
続
を
断
念
し

統
合
を
受
け
入
れ
る
考
え
な
の

か
。

村
長

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
同

校
が
単
独
校
と
し
て
存

続
で
き
る
よ
う
、「
守
り
育
て

る
会
」
を
通
じ
入
学
者
数
の
増

加
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
本
年
度

も
新
た
な
取
り
組
み
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
と
し
て

「
や
り
尽
く
し
た
」
と
は
考
え

て
お
ら
ず
、
県
教
育
委
員
会
に

対
し
、
も
う
少
し
取
り
組
み
を

見
て
か
ら
統
合
の
是
非
を
判
断

す
る
よ
う
要
請
を
続
け
て
い
く
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
は

問

少
子
化
が
進
行
す
る
中
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
ま

で
切
れ
目
な
く
、
き
め
細
や
か

に
支
援
す
る
た
め
の
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

開
設
が
求
め
ら
れ
る
。
出
産
、

育
児
の
不
安
を
軽
減
し
て
産
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
欠

か
せ
な
い
状
況
。
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
の
開
設
、
妊
産
婦

等
に
必
要
と
な
る
支
援
を
情
報

提
供
し
、
出
産
直
後
の
母
子
へ

の
心
身
の
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
な
ど
必
要
。
本
村
の
現
状

と
対
応
は
。

村
長

次
代
を
担
う
子
ど
も
を

安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
は
、
本
村
で

も
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、

産
後
の
い
ろ
い
ろ
な
不
安
、
相

談
も
受
け
て
い
る
。
根
本
に
あ

る
の
は
産
科
の
医
師
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
安
に
な

る
方
が
多
い
の
で
は
と
感
じ
て

い
る
。
村
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
体
制
を
考
え
て
い

き
た
い
。

 交差点へ信号機の設置を

村長　久慈警察署へ要望していく

村道高校通り線

中 川 　 昇 議員
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 村の支援策は

村長　実態を把握し必要な対策を講じていきたい
中 川　 大 和 議員

問

円
安
や
世
界
情
勢
不
安

に
よ
る
急
激
な
物
価
高

騰
が
村
民
の
生
活
や
な
り
わ
い

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

村
独
自
の
支
援
策
が
必
要
と
考

え
る
が
見
解
は
。

村
長

物
価
高
騰
は
村
民
の
生

活
や
、
な
り
わ
い
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
コ

ロ
ナ
禍
も
相
ま
っ
て
大
変
憂
慮

す
べ
き
状
況
が
続
い
て
い
る
。

村
独
自
の
支
援
策
は
必
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
財
源
の
確
保

と
合
わ
せ
て
実
態
を
把
握
し
た

う
え
で
必
要
な
対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

問

な
り
わ
い
の
部
分
に
関

し
て
は
、
燃
料
や
肥
料

な
ど
の
高
騰
で
影
響
が
大
き
い
。

い
ち
早
く
支
援
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
る
が
具
体
的
な
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村
長

現
在
、
実
態
の
聞
き
取

り
等
を
行
っ
て
お
り
、

漁
業
、
農
業
に
対
し
て
燃
料
や

資
材
な
ど
、
ど
の
部
分
で
の
支

援
が
適
切
な
の
か
検
討
し
、
大

変
な
思
い
で
頑
張
っ
て
い
る
方

に
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

問

村
民
の
生
活
に
対
し
て

の
支
援
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

村
長

生
活
支
援
も
必
要
と
考

え
て
お
り
、
福
祉
灯
油

な
ど
行
っ
て
い
け
る
よ
う
、
ど

こ
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

な
の
か
、
財
源
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
な
ど
、
内
部
で
早

急
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
は

問

昨
年
の
全
国
自
治
体
へ

の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
が
過
去
最
高
と
な
る
な
ど
右

肩
上
が
り
に
増
え
て
い
る
が
、

野
田
村
へ
の
寄
付
金
は
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
今

の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

村
長

村
の
令
和
３
年
度
の
実

績
は
、
件
数
４
６
７
件
、

金
額
６
６
１
万
９
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
的
に
ふ
る

さ
と
納
税
の
市
場
は
増
加
傾
向

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
一
方
、

村
に
お
い
て
は
、
件
数
こ
そ
増

加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
金
額
は

横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
寄
付
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

返
礼
品
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
画
像
の

見
直
し
な
ど
行
い
、
12
月
の

ピ
ー
ク
時
に
向
け
た
更
新
も
進

め
て
い
き
た
い
。

問

村
に
対
す
る
、
ふ
る
さ

と
納
税
が
伸
び
な
い
理

由
は
何
か
。

村
長

多
く
寄
付
を
集
め
て
い

る
他
自
治
体
を
見
て
み

る
と
高
額
な
返
礼
品
を
提
供
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
野
田

村
は
ま
だ
ま
だ
魅
力
を
伝
え
る

返
礼
品
の
開
発
が
十
分
で
は
な

く
、
季
節
や
数
量
に
限
り
が
あ

り
、
申
し
込
み
す
べ
て
に
対
応

で
き
な
い
返
礼
品
も
あ
る
。
今

後
、
返
礼
品
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

物価高騰
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問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
、
全
国
的
に
問
題

視
さ
れ
て
い
る
が
、
本
村
の
現

状
の
把
握
と
実
態
調
査
は
。

村
長

令
和
２
年
度
に
県
が
実

施
し
た
市
町
村
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
調
査

に
お
い
て
、
本
村
の
該
当
者
は

な
く
、
今
年
度
の
小
中
学
校
の

状
況
に
つ
い
て
村
教
育
委
員
会

に
確
認
し
た
が
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
な
が
る
相
談
は
現
時

点
で
は
な
い
。

問

こ
の
確
認
の
方
法
は
、

直
接
児
童
・
生
徒
に
確

認
し
た
も
の
な
の
か
。

教
育
長

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
実

施
し
、
家
庭
内
で
困
っ

て
い
る
状
況
は
な
い
か
と
い
う

形
で
調
査
し
た
。

問

子
ど
も
た
ち
が
お
手
伝

い
の
延
長
だ
と
認
識
し

て
し
ま
う
と
問
題
が
見
え
に
く

い
。
直
接
、
子
ど
も
た
ち
の
実

態
調
査
が
大
事
で
は
な
い
の
か
。

教
育
長

小
中
学
校
に
入
っ
て
い

る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
全

児
童
・
生
徒
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
す
る
こ
と
で
対
応
。

一
人
ひ
と
り
の
避
難
行
動
へ
の

具
体
的
な
取
組
み
は

問

津
波
防
災
マ
ッ
プ
の
全

戸
配
布
以
前
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
県
が
設
定
し
た

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
浸
水
想
定

区
域
の
公
表
を
受
け
、
村
と
し

て
や
っ
て
お
く
べ
き
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

村
長

自
ら
の
命
は
自
ら
が
守

る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

ま
ず
逃
げ
る
こ
と
や
、
家
庭
内

で
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
を
決

め
て
お
く
こ
と
な
ど
が
大
事
で

あ
る
。「
避
難
行
動
」
に
繋
げ

る
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
小
学
校
で
の
防
災
に
関
す

る
講
話
や
、
中
学
校
で
の
「
逃

げ
地
図
」
の
作
成
支
援
な
ど
の

防
災
教
育
、
自
主
防
災
会
の
活

動
支
援
を
通
じ
て
地
域
の
防
災

力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問

詳
細
な
問
題
や
課
題
な

ど
再
確
認
す
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
の
津
波
避
難
ル
ー

ト
の
「
見
え
る
化
カ
ー
ド
」
の

作
成
と
併
せ
て
の
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
は
。

村
長

避
難
訓
練
等
を
踏
ま
え
、

検
証
し
有
効
な
方
法
等

検
討
し
て
い
く
。

問

避
難
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
見
え
て
く
る

問
題
や
課
題
を
住
民
と
一
緒
に

集
約
し
、
ど
の
よ
う
に
防
災

マ
ッ
プ
へ
反
映
し
て
い
く
の
か
。

村
長

車
で
の
避
難
も
取
り
入

れ
、
何
回
か
繰
り
返
し

な
が
ら
精
査
し
、
課
題
解
決
し

有
効
な
手
立
て
を
考
え
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
・
物
価
高
騰

な
ど
の
影
響
は
な
い
の
か

問

野
田
村
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
つ
い
て
、

こ
の
後
期
計
画
は
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
７
年
度
ま
で
５
年
間
の
計

画
。
コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
、
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
状
況
下

に
お
い
て
、
進
捗
状
況
等
は
。

村
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
令
和
３
年

に
入
り
さ
ら
に
感
染
拡
大
が
進

み
、
延
期
や
中
止
、
縮
小
し
た

事
業
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
の

進
捗
状
況
は
概
ね
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。
ま
た
、
野
田
小
学

校
整
備
事
業
や
交
流
物
産
館
等

複
合
施
設
整
備
事
業
な
ど
大
規

模
事
業
に
つ
い
て
は
、
健
全
財

政
の
堅
持
と
過
疎
対
策
事
業
債

等
、
財
源
の
効
率
的
な
運
用
を

図
り
な
が
ら
、
計
画
に
沿
っ
て

進
め
て
い
く
。

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

早
い
対
応
を

問

中
学
校
の
部
活
動
に
つ

い
て
、
文
科
省
は
来
年

度
か
ら
少
子
化
の
進
展
で
学
校

単
位
で
の
部
活
動
運
営
が
困
難

に
な
る
中
、
25
年
度
ま
で
に
公

立
中
学
校
の
休
日
の
部
活
動
指

導
を
地
域
に
移
行
す
る
改
革
を

推
進
す
る
方
針
だ
。
村
と
し
て

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

教
育
長

指
導
者
等
の
確
保
・
費

用
負
担
、
大
会
運
営
の

在
り
方
な
ど
課
題
が
多
い
こ
と

か
ら
、
今
後
の
動
き
を
注
視
し
、

学
校
や
関
係
団
体
な
ど
と
検
討

し
て
い
く
。

問

年
度
内
に
検
討
委
員
会

等
を
立
ち
上
げ
、
早
い

対
応
が
大
事
で
は
。

教
育
長

村
に
合
っ
た
や
り
方
を

模
索
し
、
検
討
委
員
会

も
含
め
進
め
て
い
く
。

 現状と調査は

村長　該当者なく、カウンセリングで対応

ヤングケアラー

山 田　 陽 子 議員

村に合ったやり方を検討
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会議 議案
番号 議案名・内容 議決結果

第14回
臨時会

8/1

第１号
令和４年度野田村一般会計補正予算（第３号）
　⇒�予算総額に歳入歳出それぞれ1,230万2,000円を追加し、総額を43億5,466万2,000円とするもの

可決
（賛成全員）

第２号
財産の取得に関し議決を求めることについて
　⇒救命救急の用に供する高度救命処置用資機材を買入れしようとするもの

第13回
定例会

9/7

~

9/15

報　告
第１号

株式会社のだむらの経営状況に関する書類の提出について
　⇒「株式会社のだむら」の経営状況などを報告するもの

報　告
第２号

令和３年度決算に基づく野田村健全化判断比率及び資金不足比率の報告
　⇒村の財政・経営状況などを報告するもの

認　定
第１号～

第８号

令和３年度野田村一般会計・各特別会計歳入歳出決算認定について
　⇒令和３年度の一般会計・各特別会計の歳入歳出決算を認定するもの

認定
（賛成全員）

第１号
令和４年度野田村一般会計補正予算（第４号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ１億40万4,000円を追加し、総額を44億5,506万6,000円とするもの

可決
（賛成全員）

第２号
令和４年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ891万7,000円を追加し、総額を６億591万6,000円とするもの

第３号
令和４年度野田村国民宿舎事業特別会計補正予算（第３号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ441万1,000円を追加し、総額を6,726万3,000円とするもの

第４号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
　⇒地方公務員の育児休業等に関する法律等の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするもの

第５号
野田村公共下水道管渠施設（62号）工事の請負契約の締結に関し議決を求めることについて
　⇒野田村公共下水道管渠施設（62号）工事の請負契約を締結しようとするもの

第６号
財産の取得に関し議決を求めることについて
　⇒�救命救急の用に供する高規格救急自動車を買入れしようとするもの

第７号

玉川漁港漁村再生交付金事業（航路・泊地浚渫及び内港防波堤新設）工事の請負契約の締結
に関し議決を求めることについて
　⇒�玉川漁港漁村再生交付金事業（航路・泊地浚渫及び内港防波堤新設）工事の請負契約を締結しようと
するもの

発議案
第１号

野田村議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例について
　⇒野田村議会の議員の定数を改めようとするもの

第15回
臨時会
10/24

第１号
令和４年度野田村一般会計補正予算（第５号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ7,677万6,000円を追加し、総額を45億3,184万2,000円とするもの

可決
（賛成全員）

※議長は採決に加わらない

議案一覧

賛成多数

k-sakiyama
ノート注釈
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発議案
第１号

野田村議会の議員の定数を
定める条例の一部を改正する
条例について
次回、一般選挙における議員定数を

現状の12人から10人に削減しようとするもの

丹野 和子 議員

村民の意見が反映しにくくなる

抜本的改革が必要
障子上 文義 議員

　議員定数について
２つの場合に分けて議論が必要で
ある。
　まずは、議会制民主主義維持の場合。
野田村が持つ設備や技術を持ってすれば、
時間や場所に捉われずにオンライン上で活字を主体とした 24 時間体制の議会運営ができる。介護
や育児を行う方、企業にお勤めの方等も参加可能になる。然れば議員が生活基盤を崩さず議員報酬
に依存しない。議員報酬ゼロが可能。財政制限が減り可能になってくるのが議員を増やす議論。本
気の議員がより多く議会に参加すべき。議員の責任を議員報酬と引き換えに担保という現状から脱
却すべき。次に、議会制民主主義に見切りをつける場合。村民の皆様の声を受け今回の議員発議に
至ったと解釈するが、本気で受け止めるなら、議会の在り方そのものを見直すべき。議員定数を減
らすことが本当に村政のためなら野田村は議会制民主主義に見切りをつけ、新しい仕組みの議論を
すべき。本当に改革として定数削減という手法を選択するなら、たった２人の削減ではなく、現在
の半分に削減する等、インパクトある改革が必要。いずれにしても、２人削減という半端な方法は
本音と建前の妥協点にしか見えない。抜本的改革が必要である。

反対
討論

　議会は女性や、若い世代も含め、現役子育て世代など、各階層、各分野から議会が構成されるこ
とが望ましい。これ以上の定数削減は、これらの方々の議会への進出の道を狭めることになる。あ
る程度の議員数を確保しなければ各階層、各分野からの問題の反映、解決はできないと考えられる。
また、地方自治は住民から直接選挙で選ばれた首長と住民の代表である議員で構成する議会との二
元代表制となっている。議会は執行機関に対して批判と監視、政策立案、政策提言などを行う役割
を持っている。定数の削減は民意の反映の削減につながり、議会制民主主義の発展を阻害すること
になる。選挙において、立候補者が少ない、無投票であることが問題としてあげられる。立候補者
が少ないことは、議員、議会への評価が低く、議員報酬も低ければ、議員に立候補しようという意
欲がわかないと考えられる。これは議員のみならず、村民とともに議会のあり方を根本から考えな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ければならない問題だと思う。

　定数削減を決め10名とする前に、
現状維持の12名での議会改革を進
　　めるよう求め、発議案第１号
　　　　に対する反対討論とする。
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問題

次回、一般選挙での
野田村議会の議員定数は？

① 10人　② 11人　③ 12人
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【応募方法】
　�　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。

【当選発表】
　�　次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）を発表し

ます。

【締め切り】11月21日消印有効とします。

【応 募 先】
　　〒028‐8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
　　ＦＡＸの場合は 0194‐78‐3995 まで

野田村文化スポーツプロジェクト実行委員会総会
（８月２日　村役場）　・・・・・・・・・・・・議長

北部地区町村議会議長会・県政（岩手県議会）に対する要望活動
（８月４日　盛岡市）　・・・・・・・・・・・副議長

市町村要望
（８月10日　村生涯学習センター）　・・・・・全議員

議会改革等調査特別委員会及び村政調査会
（８月10日　村役場）　・・・・・・・・・・・全議員

久慈地区市町村議会連絡協議会総会
（８月17日　久慈市）　・・・・・・・・議長・副議長

一般社団法人岩手県漁港漁村協会・漁港検診
（８月20日　野田漁港）　・・・・・・・・・・全議員 

第 60 回知事を囲む懇談会
（８月23日　盛岡市）　・・・・・・・・・・・・議長 

様似町長、議長来村 懇談会
（８月28日　国民宿舎えぼし荘）　・・・・・・・議長 

北部地区町村議会議長会岩手県選出国会議員との懇談会
（８月29日　東京都）　・・・・・・・・議長・副議長

岩手県町村議会議長会中央研修会・県選出国会議員との懇談会
（８月30日、31日　東京都）　・・・・・議長・副議長

議員全員協議会及び議会運営員会
（９月２日　村役場）　・・・・・・・・・・・全議員

リアス・ハイウェイ完成記念式典八戸大会
（９月３日　八戸市）　・・・・・・・・・・・・議長

岩手県議会議長会臨時総会
（９月22日　盛岡市）　・・・・・・・・・・・・議長

野田村敬老会
（９月26日　村体育館）　・・・・・・・・・・全議員

様似町開基 220 年・町制施行 70 周年記念式典
（10月１日　北海道様似町）　・・・・・・・・・議長

三陸沿岸地域連携シンポジウム
（10月５日　大船渡市）　・・・・・・・・・・・議長

野田村スポーツフェスティバル
（10月９日　十府ヶ浦公園）　・・・・・・・・・議長

北部町村議会議長会行政視察
（10月17日～20日　北海道）　・・・・・議長・副議長

など

正解者の中から抽選で３名の方に「野田村共通商品券」をプレゼント！

議会の動き

【前号の答え】 ③ 目（視覚）
【当選者】 澤口  胤舜 さん




